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「 
油  
野 
」は
備
中
町
に
あ
る「
東
油

ゆ 

の

野
」「
西
油
野
」の
二
つ
に
分
か
れ
る
大

字
地
名
が
分
布
す
る
地
域
で
、ほ
と

ん
ど
が
標
高
三
五
〇
〜
六
〇
〇
�
の

侵
食
小
起
伏
面
の
吉
備
高
原
上
に
広

が
る
地
域
と
、わ
ず
か
に
準
平
原
の
高

原
面
を
侵
食
し
て
流
れ
る
断
層
谷
の

坂
本
川
に
沿
っ
た「
田
原
」（
拙
稿「
地

名
を
あ
る
く
二
七『
田
原
』」参
照
）付

近
の
狭
い
平
地
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

北
に
は
成
羽
町
と
の
境
に
七
七

七
・
六
�
の
残
丘
的
性
質
を
も
っ
て
い

る
天
神
山
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

　

平
安
時
代
の「
和
名
抄
」に
あ
る

「 
下 

し
も
つ 

道 
郡
湯
野
郷（「
由
乃
」と
訓
が
あ

み
ち

る
）」は
現
在
の
東
油
野
・
西
油
野
・
西

山
付
近
が
遺
称
地
だ
と
い
わ
れ
て
い

て
、古
く
は
下
道
郡
一
五
郷
の
一
つ
湯

野（
由
乃
）郷
だ
っ
た
の
で
す
。中
世
に

も「
由
乃
」の
地
名
で
呼
ば
れ
て
い
た

ら
し
く
、文
禄
五
年（
一
五
九
六
）に

写
し
た
と
い
わ
れ
る
応
永
元
年（
一

三
九
四
）の
「
吉
備
津
宮 
惣  
解  
文 
」

そ
う 

げ 

ぶ
み

（「
吉
備
津
神
社
文
書
」＝「
岡
山
県
古

文
書
集
」）に「
河
上
郡
由
乃
郷

・

・

・  
大  
般 

だ
い 
は
ん

 
若 

に
ゃ 

経 
供
養
布
施 

き
ょ
う

 
葛 

か
つ
ら 

木 
若
王
丸
」と
あ

ぎ

り
、由
野
郷
の
地
名
が
出
て
く
る
の
で

す
。

　

近
世
に
な
る
と
東
油
野
・
西
油
野

の
地
名
が
記
録
さ
れ
慶
長
五
年（
一

六
〇
〇
）か
ら
幕
府
の
直
轄
領
、 元  
和 

げ
ん 

な

三
年（
一
六
一
七
）か
ら
は
松
山
藩

領
、そ
の
後
万
治
元
年（
一
六
五
八
）

か
ら
文
化
九
年（
一
八
一
二
）ま
で
再

び
幕
府
直
轄
領
の
時
代
と
な
っ
て
い

ま
す
。文
化
九
年
の
末
か
ら 
天  
保 
九

て
ん 
ぽ
う

年（
一
八
三
八
）の
間
は
幕
府
領
で
津

山
藩
の 
預  
所 
、そ
し
て
天
保
一
〇
年

あ
ず
か
り 
ど
こ
ろ

か
ら
幕
府
直
轄
領
と
な
っ
て
明
治
を

迎
え
て
い
ま
す
。「 
正 

し
ょ
う 

保  
郷 

ほ
う 
ご
う 

帳 
」（
一
六

ち
ょ
う

四
五
〜
四
六
）で
は
東
油
野
村
が
高

五
七
九
石
余
、西
油
野
村
七
五
四
石

余
と
記
録
し
て
い
て
、幕
末
の「
天
保

郷
帳
」で
は
東
油
野
村
八
七
八
石
余
、

西
油
野
村
一
〇
五
〇
石
余
と
な
っ
て

い
て
石
高
が
激
増
し
て
、当
時
の
地
域

の
暮
ら
し
は
大
変
苦
し
か
っ
た
と
い
わ

れ
、し
ば
し
ば
干
害
に
見
舞
わ
れ
、土

地
の
生
産
性
は
低
か
っ
た
の
で
す
。天

明
元
年（
一
七
八
一
）や
天
明
三
年
・

五
年
・
六
年
・
七
年
な
ど
、大
洪
水
、大

干
ば
つ
な
ど
前
代
未
聞
の
凶
事
が
繰

り
返
さ
れ
て
生
活
が
困
窮
し
た
の
で

す
。天
明
元
年（
一
七
八
一
）に
は
東

油
野
庄
屋
小
十
郎
な
ど
が
五
か
村
の

総
代
と
し
て
久
世
の
代
官
所
に「
乍
恐

以
書
付
御
嘆
奉
申
上
候
」と
嘆
願
書

を
提
出
し
て
い
ま
す（「
備
中
町

史
」）。

　

近
世
の
油
野
村
は
、東
油
野
村
東

組
・
西
組
、西
油
野
村
東
組
・
西
組
と

分
け
て
石
高
や
戸
数
を
あ
げ
て
い
て

（「
備
中
村
鑑
」）、い
ず
れ
も
備
中
漆

の
産
地
と
し
て
、ま
た 
楮 
年
貢
も
多
か

こ
う
ぞ

っ
た
地
域
だ
っ
た
の
で
す
。

　

西
油
野
の 
産  
土  
神 
は
小
幡
山
八
幡

う
ぶ 
す
な 
が
み

宮
、東
油
野
は
平
田
山
八
幡
宮
で
、い

ず
れ
も
渡
り
拍
子
で
有
名
で
す
。ま

た
、本
郷
に
あ
る
観
音
寺
は
聖
観
音
菩

薩
を
本
尊
と
し
た
真
言
宗
の
寺
で
、青

銅
製
の 
鰐  
口 
は
南
北
朝
の
頃
の
も
の
で

わ
に 
ぐ
ち

県
の
重
要
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
代
に
な
っ
て
、東
・
西
油
野
村
と

西
山
村
が
合
併
し
て
湯
野
村
と
な
り
、

村
の
中
心
は
西
油
野
の
本
郷
で
し
た
。

　

「
油
野
」の
地
名
の
由
来
に
は
い
ろ

い
ろ
な
説
が
あ
り
ま
す
。①「
湯
」が

出
る
の
で
は
な
く「
ユ
」は「 

」（
い
わ

う
・
神
を
ま
つ
る
）か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
、神
聖
な
土
地

・

・

・

・

・

を
意
味
す
る
と
い

う
も
の
②
弓
を
射
る
場
所
の
意
で
神

事
に
ち
な
ん
だ
泉（
水
）の
あ
る
土
地

の
意
味
で
あ
る
、な
ど
が
い
わ
れ
て
い

て
文
字
は
い
ず
れ
も
当
て
字
な
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

 

（
文
・
松
前
俊
洋
さ
ん
）

四
十
五　
　

油   
野

吉備高原上の「油野」

ゆ（
さ
い
）
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高梁中央図書館

成 羽 図 書 館 ��２５８９

移動図書館 「 うぐいす号 」

市営星原住宅→ファミリーハイツ星原
→鶴鳴保育園→市営栄町住宅→雇用促
進住宅→黒川商店（日名地区）→枝中央
地区→成美保育園

午　前
9：00～12：00

老人ホーム成羽川荘→成羽・山本地区
→小泉・東地区→布寄小学校→中野・迫
地区→吹屋小学校→向井商店（坂本地
区）→田原保育園 

午　後
１３：00～1６：00

��２９１２開館時間

　エキゾチックな雰囲気満点
のサボテンや多肉植物、そし
てエアプランツ。乾燥に強く、
不思議な造形のこれら植物の
育成のコツや殖やし方、アレン
ジの作り方などを紹介。

移動図書館

ちいさいこのへやちいさいこのへや　図書館２階 １４：３０から

小学校低学年までが対象で参加無料。
親子での参加も歓迎です。

１４：４５～１５：３０

１６：２０～１６：５０

有漢生涯学習センター前

落合雇用促進住宅高梁宿舎前１９日�

１４：１５～１５：１５

１５：４５～１６：４５

川上児童館前

備中地域局前２１日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１４：００

１４：３０～１５：００

１５：３０～１６：００

玉川地域市民センター前

落合地域市民センター前

中国電力社宅前

松原地域市民センター前

２２日�

１１：００～１１：３０

１３：００～１３：３０

１４：００～１４：３０

津川地域市民センター前

高倉地域市民センター前

川面地域市民センター前
２６日�

１０：３０～１１：００

１３：００～１３：３０

１４：３０～１５：００

１６：００～１６：３０

巨瀬地域市民センター前

中井地域市民センター前

宇治地域市民センター前

落合中二公会堂前

２９日�

一般書

サボテンと多肉植物を
楽しむ本
平野威：編
 出版社

12 日（火），26日（火）

　昭和２０年４月、沖縄本島に
アメリカ軍が上陸。照明弾、
機関銃、追撃砲弾…。アメリ
カ軍からの激しい爆撃の中、
卵を産むアオウミガメと、ひ
とりぼっちになった少年・哲
夫の物語。

児童書

ウミガメと少年
野坂昭如：作、男鹿和雄：絵
スタジオジブリ・徳間書店

9：00～ 17：00

みんなであそぼう「はっしゃだいひこうき」２日�
ビデオ「王さまの耳はロバの耳」
おはなし会
（ボランティアグループ『おはなしたまてばこ』）

９日�

おりがみあそび「きんぎょ」１６日�

きりがみあそび「のび～るおばけ」２３日�
えほんのよみきかせ
「ノックがとんとん」

３０日�

開館時間 9：00～ 17：00

一般書

恋する力
藤本ひとみ：著
文藝春秋

　さえない日々を送っていた

法律事務所勤務の美冬は、大手

商社常務と突然の恋に落ちる。

知りたいと願った相手の驚く

べき素顔が見えてから、真の歓

びは始まった。不確かな愛の実

りとは…。

毎週月曜日

�� 月月

休館日

休館日

毎週木曜日の午後
４日�，１１日�，１７日�，２５日�


